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省エネルギー住宅の断熱工事の基本

伝統的な住まいは開放的
• 家のつくりやうは夏を旨（むね）とすべし
• 構造躯体のあちらこちらに隙間をつくり通風を良く
• 耐久面では木材がしっかりと乾燥し丈夫で長持ちする

住宅全体から熱が逃げないようにすること
• 屋外と室内の境界を隙間なくしっかりと断熱施工
• 小屋裏や床下に換気口がある場合は天井および床を断熱
• 小屋裏や床下に換気口が無い場合は屋根および基礎を断熱
• 土間床は基礎まで断熱
• 開口部は熱が逃げやすいので特に注意

温暖地でも断熱は必要
• 断熱は夏の暑さ対策にも有効
• 夏を涼しく過ごし、冷房負荷を低減する効果がある
• 開口部には日射遮蔽も重要
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断熱だけではなく気密も重要

気密性が低いとデメリットしかない
• 気密性が低いと漏気によりエネルギー効率が悪化
• 結露の可能性も

壁体内の結露防止対策
• 木造住宅の正しい断面構造で
• 外装材ー通気層ー防風層ー断熱層ー防湿気密層ー内装材

壁体構造の役割
• 室内側に防湿層 ･･･断熱層への湿気と気流の流入を抑制
• 断熱層の屋外側に防風層 ･･･断熱層への空気の流入を抑制
• 防風層の屋外側に通気層 ･･･構造体の廃湿を促進
• 気流止めを設置 ･･･構造体の空気の移動を抑制
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断熱＋気密 断熱リフォームをすすめるワケ

室内の表面温度が改善する
• 体感温度 ≒（表面温度＋室温）÷2

室内の上下温度差が減る
• 快適に過ごすためには2～3℃以内
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住宅ストックの断熱性能と省エネロードマップ

本頁資料内容が回覧不可の為、
動画をご視聴願います。
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リフォーム分野で必要な支援

国交省が掲げている施策
• 省エネ改修に対する補助
• 省エネ改修に対する税制上の特例措置（所得税・固定資産税共にR7年度末まで）
• 住宅金融支援機構による省エネ改修に対する低利融資
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耐震改修への着目

耐震補強の重要性
• 発生の可能性が高まっている大地震への対策
• 耐震強化は被災後の自宅生活と避難所生活の分岐点となる
• 断熱強化が被災後のライフライン復活までの快適性の分岐点となる

能登半島地震などにおける被害
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耐震改修への着目

木造住宅に関する耐震性能ロードマップ
• 新耐震基準は壁量が増えただけ
• 1981～2000年は耐震性UPの伸びしろがある
• 耐震等級1はアップデートされていない

建物被害が少なかったのは2000年以降の建物
• 1981年以降の建物でも耐震補強が必要
• 2000年以前は、現行基準への引き上げ（躯体の大幅改良）が必要
• 2000年以降は品確法制定により躯体品質が向上した物件が多い

木造戸建住宅の耐震化率
• 住宅の耐震化の進捗は49%
• 既存の木造戸建住宅に耐震補強は急務
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リフォーム事業者の方に リフォーム支援制度まるわかりガイド

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/reform/business.html

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_fr4_000087.html

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/reform/business.html
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_fr4_000087.html
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部分断熱改修に係る消費者向けリーフレット

実証事業の事例を基に、部分断熱改修の効果や改修手順を紹介
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リフォームの公的支援つかっていますか？
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三省合同キャンペーン

15

国策 子育てグリーン住宅支援事業

１）事業規模
• 400億円（国土交通省・令和6年度補正予算）

２）要件
• リフォームする住宅の所有者等であること
• 必須工事①～③のうち2つ以上のカテゴリーを実施する場合に限る
必須工事 ①開口部の断熱改修 ②躯体の断熱改修 ③エコ住宅設備の設置
任意工事 ④子育て対応改修 ⑤防災性向上改修 ⑥バリアフリー改修

⑦空気清浄機能・換気機能付きエアコンの設置 ⑧リフォーム瑕疵保険等への加入

３）補助額・補助率
• Ｓタイプ 上限60万円/戸（必須工事①～③のすべてのカテゴリーを実施）
• Ａタイプ 上限40万円/戸（必須工事①～③のうち、いずれか2つのカテゴリーを実施）

４）期間
• 着手期間 2024年11月22日以降に着手したもの
• 申請期間 申請開始～予算上限に達するまで（遅くとも2025年12月31日まで）

https://kosodate-green.mlit.go.jp/
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１）事業規模
• 戸建住宅0.5億円、集合住宅(個別)0.5億円、集合住宅(全体)8億円の合計 9億円

２）要件
• 財団に登録されている高性能建材製品（ガラス・窓・断熱材）
A）下表の性能値を満たすこと（重ね貼りも可）
B）熱伝導率（λ値）が0.042以上の断熱材（グレードがD4のもの）は、天井断熱工事に用いる吹込み断熱材のみ対象）
C）吹込み、吹付け製品を施工する場合、補助対象製品ごとに登録された指定施工業者が施工

３）補助額・補助率
• 戸建住宅1戸当たり 120万円（玄関ドア5万円を含む）
• 集合住宅1戸ごとに 15万円（玄関ドアも改修する場合は上限20万円/戸）

４）期間
• 公募期間 令和7年9月2日(火)～令和7年12月12日(金)17時メール必着
• 完了実績報告書の締め切り 令和8年2月13日(金)必着

16

既存住宅の断熱リフォーム支援事業 https://www.heco-hojo.jp/danref/index.html

補助・助成
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既存住宅の断熱リフォーム支援事業 https://www.heco-hojo.jp/danref/index.html

本頁資料内容が回覧不可の為、
動画のご視聴をお願いします。
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既築住宅のZEH改修実証支援事業（経済産業省）

１）要件
• 既存戸建住宅の外気に接する外壁全てを断熱改修すること
• 改修後の住宅がＢＥＩ≦０．７を満たすこと
• 改修後の住宅の外皮性能が断熱等性能等級6以上
地域区分毎に定められた外皮平均熱貫流率(UA値)及び冷房期の平均日射熱取得率(ηAC値)を満たすこと

• 中間報告までに建築物の省エネ性能の評価書（ＢＥＬＳ）の取得をすること
• 改修後の住宅の効果測定を行い、報告すること
• 改修後の住宅を１年以上公開し、改修効果等を広く周知する広報活動および成果報告をすること

２）補助額・補助率
• 地域区分1～4地域 1住戸あたり500万円が上限
• 地域区分5～8地域 1住戸あたり400万円が上限

３）期間
• 申請期間 2025年6月2日（月）～2025年6月30日（月） R7年度は終了

https://sii.or.jp/zehplus-kaishu07/

補助・助成
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⾧期優良住宅化リフォーム推進事業（国土交通省）

１）事業規模
• 住宅・建築物カーボンニュートラル総合推進事業（373.40億円）の内数

２）要件
• 住戸面積の確保、居住空間、維持保全計画の策定
• リフォーム工事の内容として以下の1つ以上に該当すること
性能向上リフォーム工事、三世代同居対応改修工事、子育て世帯向け改修工事、防災性・レジリエンス性向上改修工事
• リフォーム後の住宅の性能が住宅性能に係る３つの事業タイプの評価基準に適合すること
認定長期優良住宅型、評価基準型、提案型
• リフォーム工事着手前にインスペクション（現況検査）を実施すること

３）補助額・補助率
• 補助対象費用の1/3
• 評価基準型・提案型 80万円/戸が限度額
• 認定長期優良住宅型 160万円/戸

４）期間
• 2025（R7)年度は終了

https://sii.or.jp/zehplus-kaishu07/

補助・助成
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フラット35リノベ（住宅金融支援機構）

【金利Aプラン】 当初5年間借入金額の▲1.0%金利引き下げ
１）要件
以下の1つ以上を満たす工事金額300万円以上のリフォーム
①断熱等性能等級4の住宅でかつ、一次エネルギー消費量等級6の住宅
➁断熱等性能等級5以上の住宅でかつ、一次エネルギー消費量等級4以上の住宅
③耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）2以上の住宅
④免震建築物
⑤高齢者等配慮対策等級3以上の住宅
⑥長期優良住宅
⑦劣化対策等級3の住宅でかつ、維持管理対策等級2以上の住宅

【金利Bプラン】 当初5年間借入金額の▲0.5%金利引き下げ
１）要件
以下のいずれかに該当する工事金額200万円以上のリフォーム工事
①省エネルギー性
断熱材の追加工事・断熱性の高い開口部への交換工事・高効率空調機・高効率給湯器・太陽光発電設備等の設置工事 など
➁耐震性
壁・筋かい等の設置工事 など
③バリアフリー
手すりの設置工事・通路または出入口の幅員拡幅工事・バリアフリートイレまたは浴室への交換工事 など
④耐久性・可変性
床材の交換工事・屋根・外壁の塗装・防水工事・天井・内壁等の壁紙等の交換工事 など

https://www.flat35.com/loan/reno/index.html

金利優遇・融資
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グリーンリフォームローン（住宅金融支援機構）

【グリーンリフォームローン】

省エネ基準を満たす断熱改修工事あるいは省エネ設備工事

【グリーンリフォームローンS】

住宅内の居室を1つ以上含む区画をZEH水準とする断熱改修工事

１）要件

• 断熱改修工事または省エネ設備設置工事

２）返済期間

• 10年以内

３）融資限度額

• 最大1000万円（リフォーム工事費・省エネリフォーム工事費の2倍のいずれか低い額）

４）金利タイプと利率

• 申し込み時点の金利を適用し全期間固定金利

https://www.jhf.go.jp/loan/yushi/info/grl/index.html

金利優遇・融資
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木造戸建のリフォームにおける建築確認手続の要否について

23

大規模修繕および大規模模様替に該当する要件

• 主要構造部（壁・柱・床・梁・屋根・階段）の過半を修繕

• 他部位との取り合い箇所が確実に発生する
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外壁の改修に関する建築基準法上の取り扱い（屋外側からの外壁の改修）

24

外張り
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外張り断熱リフォームの概要

25

● 概要

● ポイント

● 工事手順および施工手順

外張り



Copyright © J-CHIF. All rights reserved.

外張り断熱リフォーム施工方法

26

外張り

構造用合板と発泡プラスチック系断熱材を用いた外張り施工

外装材を撤去して
壁の断熱性を向上させる
外張り断熱リフォーム

施工方法

気密・防水納まりの施工が容易

設計・施工・メンテナンスは新築と同様

・下地・漏水の確認から取り合い部への断熱材施工

・外装材の撤去・施工は含まれません

・実際の施工現場に応じて施工方法が異なる場合があります

・防火認定等の制限を受ける場合の施工方法については

認定取得メーカー各社にご相談ください
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外張り断熱リフォームのポイント

27

外張り

足場を使用した
大規模な工事

↓
内側からの施工に比べ

費用が比較的
大きい

構造用合板を
外側から施工する

↓

耐震性の向上

外装を撤去する
↓

躯体の雨漏りなどの
確認が可能

外装の
耐久性工事

防水工事を行う
↓

耐震性の向上

開口部を同時に
交換する場合

↓

高性能品に
交換すると

高断熱化が可能

発泡系断熱材を用いた施工のポイント



Copyright © J-CHIF. All rights reserved.

外張り断熱リフォームに使用する資材・副資材
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外張り

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

発泡プラスチック断熱材

押出法ポリスチレンフォーム断熱材

ウレタンフォーム断熱材 フェノールフォーム断熱材
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外張り断熱リフォームに使用する資材・副資材
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外張り
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外張り断熱リフォームに使用する資材・副資材

30

外張り
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スタート

31

外張り断熱リフォーム 施工手順 外張り
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外壁の改修に関する建築基準法上の取り扱い（室内側からの外壁の改修）

32

壁
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壁断熱リフォームの概要

33

壁

● 工法概要

● ポイント

● 使用する資材・副資材

● 使用する工具

● 工事手順の確認

● 施工手順①～⑦
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壁断熱リフォームの工法概要

34

日常の生活で
使用するスペース

(居間や台所・寝室・
水回り・廊下)を
断熱する

「部分断熱工法」
の場合

壁の室内表面に
断熱パネルを内張

(1)内張断熱施工

既存の内装材の上からの断熱パネル
(発泡プラスチック断熱材を石膏ボード

の複合パネルなど)

柱・間柱間に
繊維系断熱材を充填

(2)充填断熱施工

壁の内装リフォームと併せて
柱・間柱の間に繊維系断熱材を充填

壁
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内張断熱施工
のポイント

既存の壁・内壁を撤去せずに
施工が可能

↓
住みながらの工事が可能

断熱パネルの厚さ分、壁が厚くなる
↓

出入り口や窓の開閉などに支障が
無いよう事前確認が必要

断熱パネルは断熱材と下地を
貼り合わせた構成

↓
断熱工事と下地工事を同時に行うことができる

2部屋以上を断熱リフォームする場合
↓

間仕切り壁に気流止めの施工が必要

(1)内張断熱施工のポイント

35

壁



Copyright © J-CHIF. All rights reserved.

(1)内張断熱施工に使用する資材・副資材

36

壁
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(1)内張断熱施工に使用する資材・副資材

37

壁



Copyright © J-CHIF. All rights reserved.

(1)内張断熱施工に使用する工具
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壁
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(1)内張断熱施工における工事手順の確認

39

壁
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スタート

(1)内張断熱工法の施工手順①～④ 壁

40
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スタート

(1)内張断熱工法の施工手順⑤～⑦ 壁

41
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壁の内装リフォームと
併せて断熱施工が可能

断熱施工により
室内空間が狭くならない

(2)充填断熱施工のポイント

42

柱・間柱間に
繊維系断熱材を充填

(2)充填断熱施工

壁の内装リフォームと併せて
柱・間柱の間に繊維系断熱材を充填

充填断熱施工
のポイント

注意点
住みながらの工事ができない

壁
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スタート

(2)充填断熱工法の施工手順 壁
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屋根断熱

46

１）外張断熱工法

工法概要
• 既存屋根材を撤去して野地板の上面に断熱材を施工する場合は、新築時と同様の方法で施工
• 鉄板瓦棒葺きなど一部の屋根葺き材の場合は、既存屋根材の上面に断熱材を施工することも可能

チェック項目
• 断熱厚さが１００ミリを超える場合等は、新たに設ける屋根下地等は既存の垂木に強固に固定する等耐風圧強度に
注意したか

• 小屋裏換気口を塞いだか
• 外壁断熱材を垂木の間・野地板下端まで追加し、屋根断熱材と連続させたか
• 妻壁のある場合妻壁の断熱材は施工したか
• 屋根通気層を設置したか
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屋根断熱

47

２）桁上断熱工法

工法概要
• 梁の上に合板等の下地材を敷設した後、その上に断熱材を施工

チェック項目
• 軒桁部に小屋裏換気用の通気口がある場合は、断熱材が小屋裏換気用の通気口を塞がないように、
せき板（合板・段ボールなど）を設置したか

• 外壁の断熱材を梁下端まで延長し、桁上断熱材と連続させたか
• 小屋裏換気を十分に確保したか
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天井断熱
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１）敷込み断熱工法
２）吹込み断熱工法

工法概要
• 天井材の上面に断熱材を敷込む、もしくは、吹込専用マシンを用いて断熱材を吹込むことによって断熱材を施工
• 天井材を一度撤去して新設する方法と天井材を既存のままとする方法がある

チェック項目
• 防湿層の設置など、結露防止措置に留意したか
• 敷込み断熱工法の場合、吊木や野縁廻りに隙間が生じていないか
• 吹込み断熱工法の場合、均一な高さになるように施工したか
• 天井材の隙間から断熱材がこぼれないように防湿シートを敷設するなどの対策をしたか
• 小屋裏換気を十分に確保したか
• 天井と外壁および間仕切壁との取合い部に気流止めを設置したか
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外壁断熱
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１）充填断熱工法

工法概要
• 外装を撤去して室外側から断熱材を施工する方法と、内装を撤去して室内側から断熱材を施工する方法がある
• 防湿層や通気層の適切な施工が困難な場合は、内部結露が発生する危険性がある
• 特に、寒冷地の場合や断熱材の室外側に水蒸気（湿気）を通しにくい材料がある場合
内外装ともに撤去して新築同様の方法で施工するか、外張断熱工法とすることをお奨め

チェック項目
• 外装材を撤去して室外側から断熱材を充填する場合、防湿層施工に留意し、外気側に通気層を設置したか
• 内装材を撤去して室内側から断熱材を充填する場合、防湿施工を適切に施工したか
• 外壁・間仕切壁と床・天井の取合い部に気流止めを施工したか
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外壁断熱
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２）外張断熱工法

工法概要
• 既存の外装材を撤去する場合は、新築時と同様の方法で施工
• 既存の外装がモルタル仕上げなどの場合は、外装材を撤去せずに、直接断熱材を仮止めし、外装下地材（通気胴縁）
をビス等を用いて柱、間柱に固定

チェック項目
• 軒桁部の小屋裏換気用の通気口を断熱材が塞がないように、せき板（合板・段ボールなど）を設置したか
• 外装下地材（通気胴縁）が柱・間柱に確実に固定されたか
• 既存の外装材の上に直接断熱材を張る場合、既存外装材と断熱材の間に隙間が生じていないか
• 繊維系断熱材を施工する場合、防湿層を施工したか
• 断熱材の外気側に通気層を設けたか
• 外壁・間仕切壁と床・天井の取合い部に気流止めを施工したか
• 窓との取合い部など、額縁・サッシ枠まわりなどの防水施工は適切に施工したか
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充填断熱工法

チェック項目
• 断熱材の落下防止や垂れ下がり防止のため、押さえ材などで断熱材を固定したか
• 断熱材と根太・大引との間に隙間が生じていないか
• 床下換気を十分に確保できているか
• 床下地盤面の防湿措置が適切か
• 床と外壁および間仕切壁との取合い部の壁下部に気流止めを設置したか
• 繊維系断熱材の場合、大引きのピッチ採寸より2～3mm大きくカット
• 発泡プラスチック系断熱材の場合、大引きのピッチ採寸より2～3mm小さくカット

床断熱
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気流止め

１）グラスウール断熱材およびロックウール断熱材を用いた施工例

• 外壁や間仕切り壁と床下・天井との取り合い部分に気流止めを施工

• 壁体内の気流（空気の対流）を防止して、冷気の侵入や熱損失を防止

２）改修効果

• 施工有り（右半分）と施工無し（左半分）の室内表面温度を比較
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ご清聴ありがとうございました
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